
 

平成２１年度 「新たな公」によるコミュニティ創生支援モデル事業 

 

モ デ ル 事 業 名 いすみ市“実践型まちづくり塾”創生プロジェクト 

～新たな縁を礎とする“フォーラム型まちづくり支援隊”のしくみづくりに向けて～ 

対 象 地 域 千葉県いすみ市 

対 象 地 域 の 概 要 

            

 

 
【位置図】 【土地所有者の高齢化によって荒廃した谷津田】【若い世代が都市部へ転出してしまった旧家】

提 案 内 容 の 概 要 地域の知恵・知識を集めて共有する機能を担う『実践型まちづくり塾』を創設し、多様な主体が参画す

る実証実験的な取組（＝交流人口の増加を目指す事業）を通じて円滑な人間関係を築いていける  行

動や作法のあり方を検証し、その成果を蓄積することで一層の知恵・知識を高めるプラス方向の効果が

生まれる循環活動を行う。また、志を同じくする人々の新たな「縁」と緩やかな連携を基盤にした  地

域づくりの担い手ファームとなる『フォーラム型まちづくり支援隊』の形成により、仲間作りと地域活

力の結集を目指す。 

提案する活動の内容 

（１）地域の課題 

 

都心から約100kmと気軽に訪れることができる距離にありながら、集客の仕組みが確立されていないこ

とから観光客には素通りされているが、温暖な気候、里海・里山の自然、農産物や魚介類、特徴ある伝

統文化やサーフポイント等の地域資源に恵まれていることが評価され、近年では移住・定住先として注

目されつつあることから、地域の一体感（新旧住民の融和）の醸成と併せ、新たなコミュニティ創生を

礎とする暮らしを楽しめる地域づくりが急務となっている。 

（２）活動内容の案 
活動① ：地域づくりのための体制づくり   

協議会の活動(地域を活用した活性化事業) 

 ・既往地域活動団体の特徴・活動実績の取りまとめと今後の方向性、ニーズ等の把握 

（市内で活動している数多くの市民活動団体とのワークショップを開催） 

・地域住民の本市への愛と誇りの醸成、まちづくりへの参加意識の高揚を目指した情報発信事業 

（市民参加によるプロモーション短編映画の作製・配信等） 

・活動状況の把握と一括管理・プロジェクトの状況や地域の情報の積極的な発信等 

 
活動② ：地域づくりのための体制づくり 

  実践型まちづくり塾の開催(知恵・知識の共有) 

 ・地域事情に精通する地域づくりの専門家らをコーディネーターとするまちづくり塾開催 

（地域づくり実践論の研究、実証実験の結果を踏まえたいすみ的まちづくり作法・行動学の構築等） 

※“協働”は、構成員の間にコミュニケーションの作法と行動ルールがあってこそ始めて機能するとの

体験的な認識に基づきこのような学習の場を用意する。 

 
活動③ ：地域づくりのための体制づくり 

 フォーラム型のまちづくり支援隊の展開に向けての研究 

 ・〔新たな縁の創出と連携手法についての研究〕まちづくり実践塾と実証実験への参加を通じて広まっ

た活動の輪を、『フォーラム型のまちづくり支援隊』として（多様な温度を許容する）柔軟で緩やかな

地域づくり推進組織づくりへと展開する。 

 活動④ ：蓄積した知恵・知識を活かした実践活動(実証実験の実施) 

・伝統地域文化の発信と地域案内人の育成 



 

・いすみツーリズムの実施 

 ・文化財や祭りなど伝統・地域文化を交流資源として学び、それを活用して集客を実践するため「武志

伊八郎信由」の彫刻などの文化財やそれらを育んできた生活風土に関する「いすみガイドブック(＝

解説書・教科書)」の作成及びそれをテキストにして地域案内人の育成を行なう。 

・本市ならではの体験プログラムの確立と移住も見込める固定客を獲得するため総括的取組みとして、

本協議会が中心となって地域の団体間の連携関係を構築し、各団体が展開する農作業体験や梨の収穫

体験、塩づくりなど、地域資源を活かした“いすみツーリズム(1泊2日程度)”を定住促進に関心の

ある旅行会社等の支援・協力を得て、企画・実施する。 
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